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第35回近畿小児がん研究会のお知らせ 
         近畿小児がん研究会看護部門代表 
       神戸大学医学部附属病院 小倉 美知子 

 第 35 回近畿小児がん研究会が、平成 25 年２月 16
日(土) 大阪大学銀杏会館(大阪大学吹田キャンパ
ス内)で開催されます。 
 今年度のテーマは、昨年度に引き続き『AYA 
(Adolescence and Young Adult) 世代のがん』につい
てとなる予定です。近畿小児がん研究会は、医師、看護
師、コ・メディカル、患者・家族らが合同で参加できる
研究会です。一般演題の他、特別講演、がんの子供を守
る会との合同シンポジウムなどがあり、様々な立場から
ディスカッションができる会となっています。是非、多
数の方々のご参加をお待ちしております。 
 看護一般演題(小児がんに関わることであれば可能)の
募集〆切は 12 月末の予定で、受け付けますので、是非
応募して頂ければ有意義な話し合いができると思います。 
詳細は後日連絡させて頂く予定にしていますが、ご不明
な点がございましたら、下記に連絡をお願い致します。 
メールアドレス：michikado812@yahoo.co.jp 
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第 11 回日本小児がん看護学会のお知らせ 
 第 11 回日本小児がん看護学会は、日本小児血液・が
ん学会、がんの子供を守る会とともに、九州、福岡の地
で開催させて頂くことになりました。現在看護プログラ
ム委員会が立ちあがり、テーマや教育講演、シンポジウ
ム、ワークショップなどを検討しています。プログラム
委員は福岡県内の小児がん看護に携わっている臨床看護
師 7名と教育機関で働く看護職 4名の計 11名で構成し
ています。第 11 回の学会事務局は、九州大学医学研究
院看護学専攻小児看護学領域が担当致します。 
 皆さまの関心や期待に応えられるような企画を考えて
いきたいと思っています。晩秋の福岡で皆さまにお会い
できますことを楽しみにしています。 
 

 会期：2013 年 11 月 29 日（金）～12 月 1日（日） 
 会場：ヒルトン福岡シーホーク 
 学会長：濵田裕子 
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5 来年度の国際小児がん学会（45th International 
Paedeiatric Oncology Conference：SIOP）は、 
平成 25年 9月 25日～28日の日程で、香港で開催され
る予定です。 
[Supportive and innovative care][Late effect of 
pediatric cancer care]などについてのセッションが予
定されています。アジア地域での開催なので、是非多く
の皆様と一緒に参加できれば、と考えております。 
 
小児がん看護学会誌編集委員会より投稿のお願い 
皆様におかれましてはご清勝のことお慶び申し上げます。本
誌は2012年度9月に第7号を発行いたしました。現在、第8
号の準備にとりかかっております。第８号発行は平成 25 年度
（2013 年９月発刊）を予定しております。年間を通じて投稿
を受付けておりますが、第8号の原稿の締切りは2013年２月
末日までとなっております。 
学会等でご発表された内容を是非、当学会誌に投稿され、後
に続く人のために残して頂きたく存じます。多くの方のご投稿
をお待ち申し上げます。          
日本小児看護学会誌投稿規定は（平成 22 年度 7 月 24 日施
行）はＨＰでご覧いただけます。 
学会ＨＰ：http://www.jspon.com 
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日本小児がん研究会からスタートし，日本小児がん看
護学会、NPO法人日本小児がん看護学会、と少しずつ成
長してきた本学会は、ことして発足 10 年目となりまし
た。去る８月には 10 周年の記念セミナーを開催しまし
た。また、来る12月の第10回学術集会では、イギリス
から Faith Gibson 教授を招聘して教育講演やシンポジ
ウムを計画しております。横浜の地で多くの皆様にお会
いできるのを楽しみにしております。 
 平成 24年度日本小児がん看護学会総会を、第10回学
術集会会期中の12月 2日（日）13：20～14：20に、
パシフィコ横浜会議センター302号室にて開催します。
理事改選の議題も含まれますので、皆様、ご参加よろし
くお願いします。まもなく、総会の議題、出欠席及び委
任状に関するご案内の往復はがきをお送りします。本学
会は、ＮＰＯ法人となっておりますので、総会の成立に
は皆様のご出席または委任状が必要となります。総会成
立にも関係しますので、はがきのご返送をよろしくお願
い申し上げます。 
今回のニュースレターでは、第 10 回学術集会のお知
らせ、小児がん看護研修会の報告、国際腫瘍学会の報告
をさせて頂きます。 
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第10回日本小児がん看護学会 
本学会は設立から 10 年を迎え、小児血液・がん学会
との合同での開催も 9 回目となりました。この間の小児
がんの治療・研究は大きく進展してはおりますが、なお
治癒困難な疾患や治療後のさまざまな問題があり、我が
国のがん対策における小児がん医療の課題にようやく目
が向けられてきました。小児がんを専門とする医療職の
必要性、連携とチーム医療の必要性、また思春期・青年
期にある治療中・治療後の人々へのケアの必要性が明ら
かになっています。多職種協働チーム内での看護師の重
要性が一層増している今、実践・研究・教育における情
報交換の貴重な機会である本学会にぜひご参加ください
ますようご案内申し上げます。イギリスの小児がん看護
のエキスパートDr. Faith Gibson による特別講義、 
 

 
 
 
 
 
 

シンポジウム、イブニング・セッションには同時通訳
があり、またPPTの日本語版が配布される予定です。 
「がんのこどもを守る会」による公開講座、小児がん経
験者によるシンポジウム、こどもたちによる絵画の展覧
会、コンサート、横浜ナイトクルーズ、Fun & run など
楽しいイベントもたくさん用意されています。横浜で皆
様にお会いすることを楽しみにしております。 

（第 10回日本小児がん看護学会会長 梶山祥子） 
 

開催期間 2012 年 11 月 30 日（金）～12 月 2 日（日） 
会  場 パシフィコ横浜会議センター 

プログラム 
特別講演 Navigating Specialist Information During 

Treatment; The Role of Parents and 
Professionals Dr. Faith Gibson(London South 
Bank University、前SIOP看護部会長)  

シンポジウム1多職種協働チームにおける看護師の 
         役割～現状と課題」 
シンポジウム２「思春期・青年期患者が自分らしく療養 
         生活を送るために」 
ワークショップ「症状マネージメント」 
イブニングセッション Role, Function and Education 

of Advanced Practice Nurse in UK Dr. 
Faith Gibson 

合同企画１「小児がんの子どもと家族を支えるチーム医療」 
合同企画２「長期フォローアップを取り巻くチーム医療」 
合同企画３「サイコオンコロジー～がん患者への心の 
          サポート～精神腫瘍学のこれからの重要性」 
一般演題   口演およびポスター 
会員登録 日本小児がん看護学会事務局 http://www.jspon.com/  
学会ホームページアドレス http://jspho.jp/2012yokohama/  
第 10 回日本小児がん看護学会、日本小児がん看護学会 HP か
らも見られます。 
参  加  当日受付のみ 看護師10,000円 
        （３学会共通、すべての会場に参加可能） 
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小児がん看護学会10周年記念セミナー・講演会 

９月 14日・15日の２日間にわたって日本小児がん看
護学会 10 周年記念セミナー・講演会を東京医科歯科大
学にて開催いたしました。イブニングセミナー(14日)の
参加者は７２名、１０周年記念講演会(15 日)は 152 名
で、２日間で全国より計224名の方にご参加いただきま
した。 
イブニングセミナー１は分指標的薬最前線とし、５名
の先生に小児がん治療薬としての分子標的薬の最先端の
内容をわかりやすくご教示いただきました。参加者アン
ケートでも作用機序や副作用の理解、化学療法中のアセ
スメント視点について役に立つ、臨床に使える、理解で
きたと大好評でした。当日使用したテキストは１冊１０
００円で販売しております。teencare.cfn@tmd.ac.jp
までお問い合わせ下さいませ。 
イブニングセミナー２は CNS スーパービジョンによ
る事例検討会。３施設より事例発表があり、複雑高度な
問題をもつ対象者への看護について検討を行いました。
すべての参加者の方が、施設間での問題点の共有や、自
施設における振り返りと今後への示唆をえるという点で、
「役に立った」と回答し、非常に中身の濃い充実した検
討会となりました。事例をご提供いただきました施設の
皆様に感謝申し上げます。 
１０周年記念講演会では午前中に教育講演、指定講演
を行いました。福岡県立こども病院CNS三輪富士代氏の
「子どもの死をめぐるケア」では、豊富な事例をもとに
子どもと家族へ丁寧に関わっていく事、意思を尊重する
ことの実際をご講義いただきました。聖路加の吉川理事、
千葉こども病院の小原理事企画の指定講演「苦痛の少な
い医療用テープ使い方」では、２施設の指定演題の後、
株式会社３Mより皮膚ケアに関する最新の知見と共に、
使用方法についても丁寧にご解説いただきました。終了
後、受付横のブースで医療用テープの実物展示も行われ
ましたが、多くの人が集まり、関心の高さが伺えました。 
午後は１０周年の歩みを野中理事のスライドプレゼン
テーションで振り返った後に、シンポジウム「父親への
ケア」を行いました。「看護師な父親」である東北大学斎
藤眞氏のユーモアたっぷりのお話、社労士の西條氏の休
暇取得等に関する法制度等の問題点の解説、そして聖路
加国際病院細谷先生の父親にまつわる様々なエピソード
満載のお話であっという間のシンポジウムでした。そし

て最後に脳腫瘍でご子息を亡くされたご遺族が壇上に。
父親としての冷静さを保ちつつ苦悩した時期のご発言、
最後にお示し下さったご子息のお写真にそっと涙をぬぐ
いながら傾聴されていた参加者も多くお見かけいたしま
した。つらいご体験であったはずなのに、聴くものにと
っては心静かに自らの看護を振り返り、きょうだい、家
族の生活、夫婦のきずなをどう支えるかを教えていただ
いたと思います。シンポジウムの企画・コーディネート
をしてくださった塩飽理事が座長で質疑応答となりまし
たが、多くの参加者が「父親がケアに参加することの重
要性を認識した」「父親の思いを把握することの難しさを
再認識した」としながらも、「できるだけ子どもが父親と
過ごす時間を増やす」「病院内で父親が相談できる場所を
提供したい」など、現在の課題に対する示唆を得たとい
う意見も多くいただく事が出来ました。 
１０周年を迎え、初めてイブニングセミナーを企画い
たしましたが、事例検討会へのご要望が大変高い事がわ
かり、今後の学会や研修会のあり方なども検討してゆき
たいと思います。ご参会いただきました皆様と、企画運
営スタッフの皆様に心より感謝申し上げます。（丸光惠） 
＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊ 

The 7th SIOP ASIA Congress に参加して 
去る 2012年 4月 21日～24日まで、インドネシアの
ジョクジャカルタで第 7 回世界小児腫瘍学会：アジア部
会（The 7th SIOP ASIA Congress）が開催されました。
現在の SIOP ASIA の会長は、千葉県がんセンターセン
ター長の中川原章先生です。世界小児腫瘍学会（SIOP）
同様、医師・看護師などの医療職をはじめとして、心理
福祉職、小児がん経験者、親など、小児がんに関わる様々
な立場の人が参加していました。日本からは、看護師 8
名、医師 30 名程度、小児がん経験者・家族 6 名など、
約50名が参加していました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 発表は全体で100題程度、日本からは看護師の発表が
4 題「日本における小児がんの子どもと家族をケアして
いる看護師の活動と機関（小児がん看護学会の活動の経
過）」「Nurse Practitioner のためのがん教育-日本と諸外
国の比較」「日本の小児がんの子どもの倦怠感を評価する
方法の開発」「小児がん看護に関する自主グループの活
動」、医師の発表は13題でした。 
 看護系のポスター発表としては、「小児がん患児のケア
提供者における化学療法の副作用に関する知識-看護師
の関わりの前後での比較-」「クアラルンプールの病院に
おける移植ユニットに入院している患児の中心静脈ライ
ンからの感染」「大量メソ療法後の ALL 患児の口内炎に
関連した因子-資源に限りがある施設において-」「大量メ
ソ後の口内炎の看護-ケースの経過と看護-」「ジョクジャ
カルタの病院における小児がん患児の感染」などの症状
管理や感染管理に関するものが多くありました。さらに、
「スラカルタの大学附属病院における小児がんの治療を
受けている期間と患児の精神的落ち込みのレベルの関係
（インドネシア）」「化学療法を受けているALLの患者（6
歳~18 歳）の健康に関する QOL の評価（イラン）」「小
児がん患児の健康関連 QOL の評価-PedsQOL3.0 を用
いて（インドネシア）」「長期生存している小児がん患者
の晩期合併症」「二次がんになった小児がん経験者の生存
率に関する報告-1 施設の 25 年間のレビュー」など、心
理的な問題、健康観、小児がん経験者に関連した発表も
ありました。 
メインのシンポジウムのテーマは、「小児がんの管理に
おける全世界的な展望：限りのある資源の中で」であり、
『資源に限りがある国における世界こどもプロジェクト
の整備』『資源に限りがある国における、より効果的な小
児がん医療の検討』『インドネシアにおける小児がんの子
どもの管理における国の役割と責任』『先進国と発展途上
国における小児がんの医療や治癒率の差』についての発
表がされていました。ディスカッションでは、アジアの
国の多くは発展途上であり医療資源に限りがあるため、
より少ない人数や予算、医療材料で、より効果的な医療・
看護が必要であること、先進国の知識や技術を発展途上
国にも取り入れるためには、国レベルではなく、病院レ
ベルでの連携が必要であることが話し合われていました。 
「サポーティブケア」のシンポジウムでは、『小児がんの
子どもの治療による痛みのコントロールと緩和ケア』『化
学療法中の子どもための制吐剤』『小児がんの子どもの服
薬や指示を遵守することにおける小児がん経験者や親の
役割』『子どもへのがん教育』について発表があり、小児

がんの子どもと家族が、発症から治療中、治療後の生活
全てにおいて、身体的・精神的・社会的・霊的な QOL
を維持して生活できるように援助することが重要である
と話されました。 
 インドネシアは、人口２億３千万人で、内87％がイス
ラム教徒である。最初の朝は、４時半頃に町中に流れる
コーランの声に驚いて目が覚めましたが、慣れてくると
とても心地の良いメロディ（内容は分かりませんが）で、
癒しを感じました。学会主催のGara Dinner は、世界文
化遺産の一つであるプランバナン寺院の見える会場で開
催されました。インドネシアの民族舞踊を見ることもで
き、魅惑的な時間を過ごすことができました。また、日
本から参加したメンバーで、ボルブドゥール遺跡にも出
かけました。朝５時半にホテルを出発し、学会が始まる
時間には会場に戻ってくる、という強行軍ではありまし
たが、朝日に照らされた大きな遺跡を見て、人間にとっ
ての宗教の重要性と普遍性を感じました。 （小川） 

［インドネシアの医療事情］ 
 インドネシアのプライマリーヘルスケアは、人口にして３万
～５万人の地域をカバーする Puskesmus と、その基礎となる
村（100世帯程度）をカバーするPosyanduがある。また、病
院は公立私立合わせても、全国で約1000程度である。病院は、
公立私立を問わず、アメニティの異なる病室を数種類（大部屋
から二人部屋、個室、特別室まで）用意することが義務づけら
れている。たとえば同じ検査や治療を受けても、その費用は病
室ランクによって異なる。学会でブースを開いていた
Dr.Sardjito Hospital は、ジョクジャカルタで最も大きな市立
病院であり、100床の小児センターの中に２つの小児腫瘍科病
棟があるが、個室の”VIP“と”First Class”などの個室に入院する
患者の基準は、患者のではなくどのランクの保険か、どのラン
クの医療を受けるかによるとのことであった。 
 インドネシアの衛生・医療事情は地域格差が大きく、中心部で
は医療が整備されつつあるが、デング熱やマラリアなどの感染
症による死亡率も高く、国民への衛生教育・感染予防教育が重
要課題である。 

 


